
主要事業マネジメントシート 部局名

千円（ 千円） 千円（ 千円） 千円（ 千円）
千円（ 千円） H27要求 千円（ 千円） 千円（ 千円）

■ 重点課題【知事重点分野】 （項目名： ） □ 人口減少関係 （項目名： ）
■ 成長戦略 （項目名： ） □ 新・地震防災アクションプラン （項目名： ）
□ その他 （項目名： ）

■ 府の役割 ■ 民間では実施不可（行政がすべき役割）
□ 国の役割 □ 民間で実施するためのインセンティブとして実施
□ 市町村の役割 □ その他

□ 受益者負担あり（内容・水準： ）
□ 受益者負担を求めない（理由： ）
■ 受益者負担になじまない

（事業目標）

（指標） （実績）

（事業期間） H ～ H
（指標）

（コスト分析結果）
H24（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
H25（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
＜事業優先性や事業選択の判断に影響を与えるような事情が新たに発生した場合に記載＞

・提言をふまえた取組みの実施状況
・スマートエイジング・シティの具体的に取り組む地域の数
・協議会（スマートエイジングシティ具体化メニュー研究会（仮））によるアウトプット
・健康づくりコンソーシアム（仮）による課題解決のためのアウトプット など

26

強みを活かす産業・技術の強化

27（要調整）

予算額

事業の優先性

役割
分担

事
業
選
択

行政としての役割

手法の妥当性

受益と負担

事
業
効
果

目標・
指標

コスト
分析

（理由）府市医療戦略会議の提言の進捗管理及び具体化を図るための事業
であり、府と大阪市が共同で実施。

・府市医療戦略会議の提言の進捗管理及び具体的な行政施策とするために必要な研究、協議を実施する事業。
・戦略６スマートエイジング・シティについては、府内市町村等と連携して取組みを進めているが、提言内容のみをよりどころとして事業実施につなげていくことはハードルが高く、具体
的な地域を素材に提言内容をより掘り下げ、具体的なメニューを提示しながら、取組みを促していくことが必要。そのため、引き続き、特別顧問・参与、有識者等の助言をいただきなが
ら調査・研究を継続し、府内市町村の取組みを促していく。
・「健康寿命の延伸とQOLの向上、健康関連産業の振興」の実現をめざし、戦略１「予防・疾病管理、府民行動変革」及び戦略7「スマートエイジング・バレー」、戦略6「スマートエイジン
グ・シティ」について、公共だけでなく民間事業者も含めた様々な主体による具体化の取組みが進められるために必要な環境の整備を図る。
・併せて、提言をふまえた取組みの進捗状況について、引き続き、特別顧問・参与等に報告し、助言をいただきながら推進する。

  ―

（連携先）
 健康医療部、福祉部、商工労働部、都市整備部、住宅まちづくり部、環境農林水産部等と連携し、部局横断的に実施。

将来のリスク管理

庁内での連携

他事業との
整合性 等

民間との役割分担
（理由）府市医療戦略会議の提言の進捗管理及び具体化を図るための
事業であり、府と大阪市が共同で実施。

事業
手法

事業間
調整

3,286

特記事項

事業名 大阪府市医療戦略推進事業費 ／ 担当室課 戦略事業室 事業推進課

H24
H25

H26

-目標に達しなかった場合の改善方策

・事業の手法の見直し

関連事業との調整を図っており、重複はない。

セーフティネット・医療先進都市の実現

H26年度の進捗状況：関係部局・市町村等と連携し、提言の具体化に向けた調整を実施。個別事業については、戦略６「スマートエイジング・シティ」の具体化に向けた研究協議会の開催を準備。戦略３「医療
情報の電子化とビッグデータの戦略的活用」に向けた研究会の開催、戦略７「スマートエイジング・バレー構想」の実現に向けたコンソーシアムの立上に向け、検討・調整を実施中

大阪府市医療戦略会議提言をふまえた取組みの進捗管理及び提言内容の具体化を図る。
提言をふまえた新たな取組みの実施により、健康寿命の延伸と超高齢社会に対応する関連産業の振興を図る。

政策企画部

2,812
H24

2,812
実績

H25
3,286


